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得
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
残
り
の
民
有
地
の
取
得
を
進
め

る
と
と
も
に
、
山
ノ
神
沼
の
貴
重
な
水
辺

空
間
を
保
全
、
活
用
す
る
た
め
、
周
辺
一

帯
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

山
ノ
神
沼
は
、
蓮
田
市
の
北
部
、
元
荒

川
の
右
岸
に
広
が
る
水
田
地
帯
と
住
宅
地

の
間
に
位
置
す
る
、
約
3
・
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
貯
水
量
約
5
万
7
0
0
0
ト
ン
の
沼

で
す
。
灌か

ん

漑が
い

用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
緑
豊
か
で
野
鳥
も
多
く
生

息
す
る
、
身
近
な
水
辺
空
間
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
住
宅
地
に
近
い
区

域
で
あ
る
沼
の
東
側
は
、
駐
車
場
や
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
、
訪
れ
た
人
が
水
辺
と
の

触
れ
合
い
に
よ
り
自
然
環
境
の
た
い
せ
つ

さ
を
学
ぶ
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

沼
の
西
側
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
現
状
の

ま
ま
残
し
、
動
植
物
の
生
態
系
の
保
全
を

図
っ
て
い
ま
す
。
沼
の
南
側
は
、
田
園
風

景
の
中
を
水
路
沿
い
に
散
策
し
な
が
ら
沼

と
人
の
暮
ら
し
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

蓮
田
市
第
5
次
総
合
振
興
計
画
に
お
い

て
、
本
地
域
は
「
山
ノ
神
沼
周
辺
整
備
事

業
」
と
し
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
四
季

か
お
る
花
と
緑
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保

全
す
る
と
と
も
に
、
潤
い
の
あ
る
水
辺
環

境
の
整
備
を
推
進
す
る
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
2
年
度

に
は
、
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
山
ノ
神

沼
周
辺
の
自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め

に
、
沼
北
西
部
の
底
地
に
あ
た
る
部
分
約

８
６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
民
有
地
を
取

　
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
山
ノ
神
沼
。
四
季
を
通
じ
て
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
で
す
。

貴
重
な
動
植
物
な
ど
を
観
察
で
き
る
山
ノ
神
沼
を
紹
介
し
ま
す
。

？
み
ど
り
環
境
課
公
園
緑
地
担
当
内
線

2
2
3
、
農
政
課
土
地
改
良

担
当
内
線

2
2
9
山
ノ
神
沼

小特集

山
ノ
神
沼
と
は

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

に
挑
戦
！

　
山
ノ
神
沼
周
辺
で
は
多
く
の
野

鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
足
を
運
び
、
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

貴
重
な
水
辺
空
間
を
次
の
世
代
へ

　清掃活動で最も多いごみは、「たばこの吸い殻」です。たばこのポイ捨ては禁止されて
います。一人ひとりが、ごみの持ち帰りを徹底していくことがたいせつです。山ノ神沼
の緑豊かな美しい風景を守りましょう。

山ノ神沼敬愛会

　山ノ神沼周辺の環境の維持管理を図るため、平成21年に貝塚・根金大山・大陸団地・
貝塚団地の４自治会により組織される「山ノ神沼敬愛会」が設立されました。活動内容は、
毎月１回の清掃や年３～４回の草刈りなどです。

ごみの仕分け作業草刈り 清掃活動

山ノ神沼敬愛会の活動

市民のかたへのお願い

カワセミ

マガモ、ヒドリガモ
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